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ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長執行役員：田

中 浩一朗）は、環境省と環境人材育成コンソーシアム（EcoLeaD）が主催する「環境 人づくり企

業大賞2020」の大企業区分において優秀賞を受賞しました。当社の受賞は初めてとなります。 

■環境省報道発表資料 令和3年3月22日「環境 人づくり企業大賞2020」の受賞企業の決定について 

https://www.env.go.jp/press/109332.html 
 

「環境 人づくり企業大賞」は、「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」第22条

の2第2項に基づく表彰であり、環境に配慮した企業活動等をリードする人材を育成して輩出し、

その活動をバックアップする企業を表彰するものです。7回目の開催となる今回は61件の応募があ

りました。このたび、当社が独自に策定している環境指標が本業でサーキュラーエコノミーに貢献

しているほか、網羅的な環境活動と合わせて高い評価を獲得し受賞に至りました。 

 

＜今回評価を受けた主な活動＞ 

 

1．独自の環境指標による資源生産性の追求 

循環型社会への貢献を具現化するため、2018年度に当社独自の環境指標（「貴金属地金フロー

図」、「資源生産性」、「循環利用率」）を策定しました。外部調達地金単位あたり利益を示す資源生産

性は2019年度に過去最高となりました。総地金投入量に占める自社リサイクル材の割合である循環

利用率は約8割で推移しています。今後もこれらの環境指標を改善させることで、循環型社会の構

築ならびにサーキュラーエコノミーの実現をめざします。 

 

■貴金属地金フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資源生産性             ■循環利用率 

 

 

 

 

 

 

 

詳細URL 

https://www.tanaka.co.jp/about/csr/feature_01.html 

 
「環境 人づくり企業大賞 2020」大企業区分で優秀賞を受賞 

～当社独自の環境指標と網羅的な環境活動が 

サーキュラーエコノミーに貢献している点を評価され初受賞～ 

 

https://www.env.go.jp/press/109332.html
https://www.tanaka.co.jp/about/csr/feature_01.html


 

2．LIMEX の活用によるCSR報告書の再資源化 

2019年 7月に発行した「CSR報告書2019」冊子版を「LIMEX（ライメックス）」で印刷しました。

LIMEXは、地球上に豊富に存在する石灰石を主原料とし、水と森林資源、石油の使用量を削減して紙

やプラスチックの代替となる環境に配慮した素材です。従業員が読み終えた「CSR報告書2019」冊

子1,187部を回収し、「コースター」へとアップサイクルして2020年 3月に全従業員へ配付しまし

た。 

 2020年 10月に発行した「CSR報告書2020」もLIMEXで印刷しています。今後も不要になったCSR

報告書の回収・アップサイクルを継続することで、循環型社会の構築ならびにサーキュラーエコノ

ミーの実現をめざします。 

 

■不要になったCSR報告書を回収しコースターへ再利用   ■CSR報告書の再資源化工程 

 

 

 

 

 

 

詳細URL 

https://www.tanaka.co.jp/about/csr/feature_02.html 

 

 

3．全従業員に対するCSR報告書の配付とアンケート回収 

2004年の環境報告書発行以来、環境教育の一貫として毎年全従業員にCSR報告書冊子版を配付し

ています。また、従業員からのCSR報告書アンケートの回収率は80%を超えており、2019年度は回

収枚数が過去最多の2,340 枚となりました。 

従業員からは、毎年のように「CSR報告書を紙で印刷するのは資源の無駄遣いではないか」「他社

はPDFのみにしている」などの意見が出ていました。ただ、冊子の印刷をやめてPDFのみにすると

従業員が閲覧する機会が減るのではないかという懸念がありました。その解決策としてLIMEXでの

印刷への切り替えを実施し、全従業員への冊子の配付を継続しています。 

CSR報告書の回収・再資源化に対して従業員からは「貴金属のリサイクルに加えてCSR報告書も再

資源化するのはとても地球に配慮している」「資源の無駄をなくしたいという意見に対し、しっかり

検討した点が素晴らしい」など多くの感想が寄せられており、従業員一人一人への環境意識の啓発

につながっています。 

 

■CSR報告書アンケートの回収実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細URL 

https://www.tanaka.co.jp/about/csr/performance.html 

 

 

https://www.tanaka.co.jp/about/csr/feature_02.html
https://www.tanaka.co.jp/about/csr/performance.html


■ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（田中貴金属グループを統括する持株会社） 

本社：東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビルディング22階 

代表：代表取締役社長執行役員 田中 浩一朗 

創業：1885年  設立：1918年※  資本金：5億円 

グループ連結従業員数：5,138名（2019年度） 

グループ連結売上高：1兆1,496億（2019年度） 

主な事業内容：田中貴金属グループの中心となる持株会社として、グループの戦略的かつ効率的な

運営とグループ各社への経営指導 

HPアドレス：https://www.tanaka.co.jp（グループ）、https://tanaka-preciousmetals.com（産業

製品） 

※2010年 4月1日にＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社を持株会社とする体制へと移行いたし

ました。 

 

■田中貴金属グループについて 

田中貴金属グループは 1885 年（明治 18年）の創業以来、貴金属を中心とした事業領域で幅広い

活動を展開してきました。国内ではトップクラスの貴金属取扱量を誇り、長年に渡って、産業用

貴金属製品の製造・販売ならびに、宝飾品や資産としての貴金属商品を提供。貴金属に携わる専

門家集団として、国内外のグループ各社が製造、販売そして技術が一体となって連携・協力し、

製品とサービスを提供しております。また、さらにグローバル化を推進するため、2016 年に

Metalor Technologies International SA をグループ企業として迎え入れました。 

 

今後も貴金属のプロとして事業を通じ、ゆとりある豊かな暮らしに貢献し続けます。 

 

田中貴金属グループの中核 5社は以下の通りです。 

・ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（純粋持株会社）  

・田中貴金属工業株式会社 

・田中電子工業株式会社  

・日本エレクトロプレイティング・エンジニヤース株式会社 

・田中貴金属ジュエリー株式会社 

 

 


